
基本目標と施策の大綱第２章

第６節　（基本目標６）みんなの思いがカタチを成すまち

　住民と企業、行政がそれぞれの役割と責任を持って魅力ある地域社会の形成に向け、また男女共同参画社会の
形成や地域交流に取り組むとともに、地域主権に対応し、自立した行政経営に努め、みんなの思いがカタチを成す
まちづくりを推進します。

　情報の共有化や地域づくり人材の育成を図り住民の参画を促すとともに、住民や
地域、企業、学校などと行政がそれぞれの役割分担によるパートナーシップのまちづ
くりが進む仕組みを構築していきます。

　人と人とのつながりを基本とする住民主体の基礎的コミュニティの活性化や成熟
化を促進し、「自分たちの地域は自分たちの力で創造する」といった意識の高揚によ
る自主的なコミュニティ活動の活性化を推進します。

　男女が互いに喜びと責任を分かち合える社会を目指し、社会のニーズに対応し
た、男女ともに安心して仕事と子育てが両立できる環境づくりを推進します。文化や
習慣の違いなどを理解するための情報発信等を図り、外国人が暮らしやすい環境づ
くりに努めます。

　国際交流活動の促進や国内各地域との交流をまちの活性化や人材育成につなげ、
幅広い住民交流が生み出す活力をコミュニティ活動やまちの魅力の創出に生かして
いきます。

　今後の厳しい財政状況の中、必要な行政サービスの維持、施設の長寿命化や計
画的な更新を進め、効率的な行政運営に取り組むとともに、地域・企業・周辺自治体
との連携による持続可能な行政運営を維持していきます。

1  パートナーシップのまちづくり

2  コミュニティ活動

3  男女共同参画・多文化共生

4  交流

5  行政経営

施策の大綱関連するSDGs
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第１節　土地利用

自然と調和した心地よさが感じられるまち

目指す将来像

基本方針

主要事業

住民とのパートナーシップ

関連する個別計画など

　自然と都市が調和したみどりに包まれた生活空間が形成され、適正な土地利用のもと一体的かつ均衡ある
発展が進められ、心地よさを感じるまちとします。

　みどりに包まれた農地などの自然的土地利用により田園空間の保全を図りながら、土地利用関連計画の総合
調整のもと、新たなまちの活力・魅力を高める住宅地や産業用地などの都市的土地利用を進めていきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

土地利用関連計画の見直し・総合調整

土地利用の促進

町

町

・都市計画マスタープランの見直し
・緑の基本計画（緑のマスタープラン）の見直し
・農業振興地域整備計画の見直し

・各種法令等に基づく調整
・土地利用の規制・誘導・適正化

田園空間の保全 町 ・田園地帯・みどりの空間・みどりの景観の保全

対流・交流拠点の形成 町・民間 ・広域的な対流・交流拠点の促進

◆地域住民が連携し、美しい市街地づくりや災害に強い安全なまちづくりを進めましょう。
◆自然と調和した心地よさを感じさせる、豊かな農地とみどりの大切さについて考えましょう。

◆都市計画マスタープラン
◆緑の基本計画
◆農業振興地域整備計画

第１章　  基本目標１

第２節　市街地整備

目指す将来像

基本方針

主要事業

　自然と調和のとれた快適な生活空間が豊かな景観とともに広がり、町の顔となる中心市街地の形成を
はじめ、誰もが安全・安心で快適に暮らすことができる市街地が形成されたまちとします。

　人口減少を見据え、阿久比駅や町役場周辺に商業・業務機能を集積しつつ、地域特性を考慮した既存の
生活環境を維持する土地利用を図るとともに、都市景観の整備が図られ、災害に強いまちづくりを進め、
安全・安心と快適性の高い市街地整備を進めていきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

中心市街地整備事業

地区計画の設定

既成市街地整備事業

都市景観整備事業

駐車場整備事業

空家等対策事業

住宅耐震・宅地防災事業

土地区画整理事業 組合・民間

町

町

町

町

町

町

町

・組合土地区画整理事業
・市街地内の低未利用地の利用の促進

・中心市街地・幹線道路周辺整備の促進

・地域の特性を生かした都市基盤の充実

・良好なまちづくりの推進

・市街地整備に基づく景観整備の推進

・駐車場等の誘導・整備

・空家等対策計画の推進

・耐震改修促進計画等の推進

◆地区計画の策定に参画しましょう。
◆駅前の駐車場整備に協力しましょう。
◆空家等の適正な管理に努めましょう。
◆耐震診断を実施し、耐震改修を行いましょう。

◆都市計画マスタープラン
◆空家等対策計画
◆耐震改修促進計画

住民とのパートナーシップ

関連する個別計画など
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第１節　土地利用

自然と調和した心地よさが感じられるまち

目指す将来像

基本方針

主要事業

住民とのパートナーシップ

関連する個別計画など

　自然と都市が調和したみどりに包まれた生活空間が形成され、適正な土地利用のもと一体的かつ均衡ある
発展が進められ、心地よさを感じるまちとします。

　みどりに包まれた農地などの自然的土地利用により田園空間の保全を図りながら、土地利用関連計画の総合
調整のもと、新たなまちの活力・魅力を高める住宅地や産業用地などの都市的土地利用を進めていきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

土地利用関連計画の見直し・総合調整

土地利用の促進

町

町

・都市計画マスタープランの見直し
・緑の基本計画（緑のマスタープラン）の見直し
・農業振興地域整備計画の見直し

・各種法令等に基づく調整
・土地利用の規制・誘導・適正化

田園空間の保全 町 ・田園地帯・みどりの空間・みどりの景観の保全

対流・交流拠点の形成 町・民間 ・広域的な対流・交流拠点の促進

◆地域住民が連携し、美しい市街地づくりや災害に強い安全なまちづくりを進めましょう。
◆自然と調和した心地よさを感じさせる、豊かな農地とみどりの大切さについて考えましょう。

◆都市計画マスタープラン
◆緑の基本計画
◆農業振興地域整備計画

第１章　  基本目標１

第２節　市街地整備

目指す将来像

基本方針

主要事業

　自然と調和のとれた快適な生活空間が豊かな景観とともに広がり、町の顔となる中心市街地の形成を
はじめ、誰もが安全・安心で快適に暮らすことができる市街地が形成されたまちとします。

　人口減少を見据え、阿久比駅や町役場周辺に商業・業務機能を集積しつつ、地域特性を考慮した既存の
生活環境を維持する土地利用を図るとともに、都市景観の整備が図られ、災害に強いまちづくりを進め、
安全・安心と快適性の高い市街地整備を進めていきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

中心市街地整備事業

地区計画の設定

既成市街地整備事業

都市景観整備事業

駐車場整備事業

空家等対策事業

住宅耐震・宅地防災事業

土地区画整理事業 組合・民間

町

町

町

町

町

町

町

・組合土地区画整理事業
・市街地内の低未利用地の利用の促進

・中心市街地・幹線道路周辺整備の促進

・地域の特性を生かした都市基盤の充実

・良好なまちづくりの推進

・市街地整備に基づく景観整備の推進

・駐車場等の誘導・整備

・空家等対策計画の推進

・耐震改修促進計画等の推進

◆地区計画の策定に参画しましょう。
◆駅前の駐車場整備に協力しましょう。
◆空家等の適正な管理に努めましょう。
◆耐震診断を実施し、耐震改修を行いましょう。

◆都市計画マスタープラン
◆空家等対策計画
◆耐震改修促進計画

住民とのパートナーシップ

関連する個別計画など
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▲個別計画一覧表へリンクします
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第３節　道路・交通網

目指す将来像

基本方針

主要事業

　幹線道路から生活道路、歩道、自転車道まで、誰もが安全・安心で快適に移動でき、計画的な道路ネット
ワークの形成により隣接都市や地域間の連携が強まっています。
　そのことを踏まえて、高齢者や子どもなど地域住民や来訪者の利便性や快適性が配慮された公共交通ネッ
トワークが形成されたまちとします。

　生活基盤の根幹である道路を安全かつ快適に利用できるよう、計画的な幹線道路網の整備と安全面を重視
した生活道路の整備を図るとともに、橋梁の長寿命化を図ります。
　また、循環バスをはじめとする公共交通機関の利便性向上を図るとともに、駅前広場や駐輪場等の整備や公
共交通機関周辺のバリアフリー化を推進するなど、安全・安心に生活できるまちの形成につなげます。

主要事業 実施団体等 事業概要
都市計画道路整備事業 県・町

生活道路整備事業 町

橋梁整備事業 町

・狭あい道路の拡幅整備
・道路拡幅用地の取得
・安全、安心な道路の維持管理

・橋梁の定期点検の実施
・橋梁（87橋）の長寿命化事業

・未着手区間の早期事業化

循環バス事業 町

公共交通機関周辺の整備事業 町・民間

・循環バスの運行

・交通拠点となる駅前広場や駐輪場等の整備や
 バリアフリー化の推進

◆生活道路の拡幅に協力しましょう。
◆循環バスや鉄道などの公共交通機関や自転車を利用しましょう。

◆都市計画マスタープラン
◆橋梁長寿命化修繕計画

住民とのパートナーシップ

関連する個別計画など

自然と調和した心地よさが感じられるまち第１章　    基本目標１

第４節　河川・水路・ため池

目指す将来像

基本方針

主要事業

　水害が発生しないよう防災機能が高く、生物の多様性にも配慮した自然景観が保全・創出されている親
水空間を有するまちとします。

　住民の生命や生活を守る治水対策・治水機能の向上を第一に考え、農業用水などの利水、地域景観の維
持・保全につながる、生物の多様性や自然環境に配慮した河川・水路・ため池整備を推進します。

主要事業 実施団体等 事業概要

◆自主的な河川の清掃美化活動など美しい川づくりを進めましょう。

◆都市計画マスタープラン
◆緑の基本計画
◆愛知県河川整備計画

住民とのパートナーシップ

関連する個別計画など

河川・水路・ため池整備事業

多自然川づくり事業

親水空間整備事業

河川監視体制整備事業

県・町

県・町

県・町

県・町

・河川・水路・ため池の整備・維持・保全

・自然環境に配慮した河川環境整備

・河川堤・ため池の水辺空間の保全

・監視カメラによる河川・除塵機の監視体制の整備
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第３節　道路・交通網

目指す将来像

基本方針

主要事業

　幹線道路から生活道路、歩道、自転車道まで、誰もが安全・安心で快適に移動でき、計画的な道路ネット
ワークの形成により隣接都市や地域間の連携が強まっています。
　そのことを踏まえて、高齢者や子どもなど地域住民や来訪者の利便性や快適性が配慮された公共交通ネッ
トワークが形成されたまちとします。

　生活基盤の根幹である道路を安全かつ快適に利用できるよう、計画的な幹線道路網の整備と安全面を重視
した生活道路の整備を図るとともに、橋梁の長寿命化を図ります。
　また、循環バスをはじめとする公共交通機関の利便性向上を図るとともに、駅前広場や駐輪場等の整備や公
共交通機関周辺のバリアフリー化を推進するなど、安全・安心に生活できるまちの形成につなげます。

主要事業 実施団体等 事業概要
都市計画道路整備事業 県・町

生活道路整備事業 町

橋梁整備事業 町

・狭あい道路の拡幅整備
・道路拡幅用地の取得
・安全、安心な道路の維持管理

・橋梁の定期点検の実施
・橋梁（87橋）の長寿命化事業

・未着手区間の早期事業化

循環バス事業 町

公共交通機関周辺の整備事業 町・民間

・循環バスの運行

・交通拠点となる駅前広場や駐輪場等の整備や
 バリアフリー化の推進

◆生活道路の拡幅に協力しましょう。
◆循環バスや鉄道などの公共交通機関や自転車を利用しましょう。

◆都市計画マスタープラン
◆橋梁長寿命化修繕計画

住民とのパートナーシップ

関連する個別計画など

自然と調和した心地よさが感じられるまち第１章　    基本目標１

第４節　河川・水路・ため池

目指す将来像

基本方針

主要事業

　水害が発生しないよう防災機能が高く、生物の多様性にも配慮した自然景観が保全・創出されている親
水空間を有するまちとします。

　住民の生命や生活を守る治水対策・治水機能の向上を第一に考え、農業用水などの利水、地域景観の維
持・保全につながる、生物の多様性や自然環境に配慮した河川・水路・ため池整備を推進します。

主要事業 実施団体等 事業概要

◆自主的な河川の清掃美化活動など美しい川づくりを進めましょう。

◆都市計画マスタープラン
◆緑の基本計画
◆愛知県河川整備計画

住民とのパートナーシップ

関連する個別計画など

河川・水路・ため池整備事業

多自然川づくり事業

親水空間整備事業

河川監視体制整備事業

県・町

県・町

県・町

県・町

・河川・水路・ため池の整備・維持・保全

・自然環境に配慮した河川環境整備

・河川堤・ため池の水辺空間の保全

・監視カメラによる河川・除塵機の監視体制の整備
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第５節　公園・緑地

目指す将来像

基本方針

主要事業

　住民の憩いの場や子どもの安全・安心な遊び場、交流拠点や防災拠点などの機能があり、安全・安心で
誰もがゆっくりと過ごせる公園が整備されたまちとします。

　公共施設の緑化や河川、丘陵地、水田など、まちを特徴づける緑の保全に努めるとともに、社会情勢の変
化や住民ニーズに対応した適切な整備・維持管理により公園の魅力を高め、憩いと賑わいのあるまちづく
りにつなげていきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

公園整備事業 町

公園管理事業 町

緑地保全整備事業 町・民間

・公園施設の維持管理
・公園施設長寿命化計画の策定・対策

・緑の基本計画（緑のマスタープラン）の見直し・充実
・緑地の保全と確保

・公園用地の確保と整備
・適正な公園の配置

対流・交流拠点の形成 町・民間 ・民間活力等の導入による公園の整備

緑地・緑のネットワーク整備事業 町
・公園・緑地、史跡、神社、公共施設等の地域資源を
 つなぐ、緑のネットワーク（散策路）の整備

◆身近な公園・緑地については、地域住民による維持・管理を進めましょう。
◆緑化活動・花づくり運動の取り組みなど、住民活動の輪を一層広めましょう。
◆事業者は、工場や商業施設などの緑化など景観づくりを進めましょう。

◆都市計画マスタープラン
◆緑の基本計画
◆公園施設長寿命化計画

住民とのパートナーシップ

関連する個別計画など

自然と調和した心地よさが感じられるまち第１章　    基本目標１

第６節　上水道

目指す将来像

基本方針

主要事業

　施設の適切な整備や維持管理とともに、災害に備え、健全な経営基盤を維持し、住民生活に欠かすこと
のできない安全で良質な水を安定的に供給するまちとします。

　住民生活に欠かすことのできない安全で良質な水の安定供給に向けて、計画的かつ効率的な施設整備を行う
とともに、経営基盤の強化や健全運営に努め、将来にわたり安定的で持続可能な水道事業の運営を図ります。

主要事業 実施団体等 事業概要

管路施設情報管理事業 町
・管路施設情報を活用し、管路施設維持管理の
 効率化

管路施設更新事業 町 ・老朽化した配水管の更新に伴う耐震化

配水場施設整備事業 町
・本町全域で給水区域の見直しを検討
・配水場施設の耐震化
・高根配水場の２池目増設を検討

事業運営の健全化 町
・適正な維持管理による施設の長寿命化
・管路調査事業による漏水箇所の発見・修繕
・施設の共同化等の広域連携について検討

◆水を大切に使う生活に努めましょう。

◆水道ビジョン
◆水道事業経営戦略

関連する個別計画など

住民とのパートナーシップ

高根配水場
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第５節　公園・緑地

目指す将来像

基本方針

主要事業

　住民の憩いの場や子どもの安全・安心な遊び場、交流拠点や防災拠点などの機能があり、安全・安心で
誰もがゆっくりと過ごせる公園が整備されたまちとします。

　公共施設の緑化や河川、丘陵地、水田など、まちを特徴づける緑の保全に努めるとともに、社会情勢の変
化や住民ニーズに対応した適切な整備・維持管理により公園の魅力を高め、憩いと賑わいのあるまちづく
りにつなげていきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

公園整備事業 町

公園管理事業 町

緑地保全整備事業 町・民間

・公園施設の維持管理
・公園施設長寿命化計画の策定・対策

・緑の基本計画（緑のマスタープラン）の見直し・充実
・緑地の保全と確保

・公園用地の確保と整備
・適正な公園の配置

対流・交流拠点の形成 町・民間 ・民間活力等の導入による公園の整備

緑地・緑のネットワーク整備事業 町
・公園・緑地、史跡、神社、公共施設等の地域資源を
 つなぐ、緑のネットワーク（散策路）の整備

◆身近な公園・緑地については、地域住民による維持・管理を進めましょう。
◆緑化活動・花づくり運動の取り組みなど、住民活動の輪を一層広めましょう。
◆事業者は、工場や商業施設などの緑化など景観づくりを進めましょう。

◆都市計画マスタープラン
◆緑の基本計画
◆公園施設長寿命化計画

住民とのパートナーシップ

関連する個別計画など

自然と調和した心地よさが感じられるまち第１章　    基本目標１

第６節　上水道

目指す将来像

基本方針

主要事業

　施設の適切な整備や維持管理とともに、災害に備え、健全な経営基盤を維持し、住民生活に欠かすこと
のできない安全で良質な水を安定的に供給するまちとします。

　住民生活に欠かすことのできない安全で良質な水の安定供給に向けて、計画的かつ効率的な施設整備を行う
とともに、経営基盤の強化や健全運営に努め、将来にわたり安定的で持続可能な水道事業の運営を図ります。

主要事業 実施団体等 事業概要

管路施設情報管理事業 町
・管路施設情報を活用し、管路施設維持管理の
 効率化

管路施設更新事業 町 ・老朽化した配水管の更新に伴う耐震化

配水場施設整備事業 町
・本町全域で給水区域の見直しを検討
・配水場施設の耐震化
・高根配水場の２池目増設を検討

事業運営の健全化 町
・適正な維持管理による施設の長寿命化
・管路調査事業による漏水箇所の発見・修繕
・施設の共同化等の広域連携について検討

◆水を大切に使う生活に努めましょう。

◆水道ビジョン
◆水道事業経営戦略

関連する個別計画など

住民とのパートナーシップ

高根配水場
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